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平和学習

８／２４（木）の学年登校日に、平和学習を行いました。1945年 8月 6日に広島に原子爆弾

が投下されたときの時代背景や被害の実態について、川原先生からスライドを使って説明がありま

した。さらに学びを深めるために、「佐々木貞子さんと折り鶴」を題材として、当時の広島の人々

の思いや戦争の悲惨さについて、全員で考えました。これからも、平和の灯を絶やすことなく、後

世につないでいきましょう。

やっぱり戦争はとても怖くて、爆風や熱線だけでなく、病気にかかって亡くなる人もいて可哀想だと思いまし

た。このようなことが一生ないように、広島サミットなどの活動があると分かりました。（１組男子）

被爆した唯一の国である日本が、世界に対して、原爆の恐ろしさ、悲惨さを伝えていかなければならないと思

いました。（２組男子）

今回のDVDを見て、やっぱり原爆は持っても、落としても何の利益もなく、ただ大きな被害だけが残るもの

だと思いました。私も原爆資料館に行き、原爆について学びましたが、それを忘れることはなく、一生心に残り

続けると思います。そしてその資料の背景、一人ひとりが被害にあっているということに、改めて気付かされま

した。このDVDで更に考えが深まったように感じます。私もこの一瞬一瞬を大切に、後悔の無いように過ごし

たいと思いました。（３組女子）

原爆は、どんな理由があっても使ってはいけないし、使うことによって、多くの人が被爆し、体に害を及ぼす

だけでなく、精神的苦痛も受けてしまうので、今後、絶対に使ってほしくないと、この学習を通して感じること

ができました。（３組 男子）

平和学習を通して改めて原爆って恐ろしいものだと感じました。禎子さんのように原爆で無傷だったとしても

放射能を浴びて後遺症が残ったり、亡くなってしまうとわかりました。私も原爆について知らないことだらけだ

なと感じたのでこれから知っていきたいです。（４組女子）


